
 

 

 

 

第３回旧与謝小学校活用検討委員会 議事録 

 

 

開催日 令和２年１０月３０日（金）午後７時３０分～午後９時３０分 

 

場所  与謝野町加悦庁舎 元気館農事研修室 

 

出席者  

    （委員）18名 

（事務局）4名 

 

１ 開会 

 

２ 委員長挨拶 

   

３ 報告 

 

（１）第２回旧与謝小学校活用検討委員会後の報告事項について 

 

「与謝野町学校施設等の跡地利活用のための基本方針」については、どれく

らいの進捗状況か？進捗のめどは？ 

 ⇒案を作っているところ。コストだけでなく利活用の検討をしている。方針

は地元の方が利用する際は、土地等使用料の減免等、特別な設定の必要を考

えている。町有財産活用推進委員会、教育委員会の議論を経なければならな

い。 

 

いつその方針ができるか懸念している。廃校前から持っておくべきだった。

これが進捗しない大きな原因である。 

⇒早くするように努力します。 

 

 

 



 

方針は与謝小学校が統廃合するときにあるべきだった。岩屋小、桑飼小学校

は町が主導で給食センター、福祉施設等になった。与謝小学校はなぜ地域に投

げかけるのかが理解できない。ビール事業は大賛成だ。早く与謝野ホップ振興

協議会に委ねないと今後の話が進まない。 

⇒スピードが遅いことはお詫びする。岩屋小学校は地域での活用を検討したが、

決まらず給食センターとなった。与謝小については、実際の検討に合わせてル

ールをまとめたい。 

 

与謝保育園については、今は物置として活用と聞いているが、与謝保育園も

与謝小学校と一体的に活用を検討すべきでは？ 

⇒ご指摘のとおり与謝小学校だけでなく、与謝保育所もイメージしたいと考え

ている。 

 

町のスタンスが決まらない。新しい方針がないと進まない。現状を打開して

いかないといけない。 

⇒町には公共施設の利活用のルールがある。利活用を地域で検討するときは検

討委員会を作ることとなっている。桑飼小学校は認定こども園、福祉施設が地

域の検討前に決まった。一方で与謝野酒造さんから与謝小学校を使ってクラフ

トビール醸造所の話を受けた。町として検討し、町の提案として本検討委員会

に提案をした。与謝小学校は地域で検討する初めての事例となることから方針

は廃校前に定めておく方が円滑に行ったと私も思う。しかし町の内部が未整理

であり、皆さんにはご迷惑をかけている。 

 

教育委員会の方針が決まる前に、当委員会で検討するのか？ 

⇒その通りです。 

 

方針が先にいるのでは？この委員会で何を検討するのか？クラフトビール

醸造所は反対しない。 

⇒「公共施設等総合管理計画実施計画」において、小学校を利活用するにあた

り、「与謝野町学校施設等の跡地利活用のための基本方針」が、必須というもの

ではない。この間議論が進まない状況から、担当２課において、小学校の統合

計画での利活用の位置付、休校、廃校での公共施設建設と、地域での利活用検

討とのバランス、そして与謝小学校が、今後の先行事例となる。これらを根拠

として、「与謝野町学校施設等の跡地利活用のための基本方針」を作成して、検

討の根拠とするとともに、スピードアップを図ることが必要との議論から、方



針の作成を進めることとした。初回の検討委員会で財源の質問があり、個人的

意見として「桑飼小学校の町費支出は今後の参考になるのでは」と回答したが、

そういったことをこの与謝小学校活用検討委員会の検討内容に反映し、並行し

て「方針」を作成していくことでどうかと考えている。本日を含め、３回の検

討委員会で出た意見は、方針の作成に反映されると考えるので、これまでの検

討が無駄ではない。 

 

内容がよくわからない。ついていけない。クラフトビール事業はは全体の一

部か。それ以外もこの委員会で検討するのか。出席している委員はどのように

かかわるのか。 

⇒９月４日の第２回旧与謝小学校活用検討委員会では与謝野酒造を先行して活

用してもらうことの提案だった。混乱させて申し訳ない。しかし本日は案１に

再度修正した。つまり与謝小学校全体を、この検討委員会で検討していただく。 

 

 

４ 検討事項 

（１）方針の再変更について 

 

事務局から、配付資料 P５、P１０を説明。 

⇒本日出席の委員で与謝野ホップ振興協議会にかかわりたい方は、協議会に入

ることも可能。P７を説明。令和２年１２月には基本方針の素案を作成したい。

素案にはこの会議の議論も盛り込みたい。 

 

（議長） 

本日の会議の変更点は以下の４点です。 

① 方針をｐ８の案１に再度戻す。 

② 事業予定期間を R2～R４に変更する。 

③ 実務を与謝野ホップ振興協議会とする。 

④ スケジュールの変更。 

 

変更スケジュール案のとおりに進めてほしい。 

⇒１２月を目途に基礎を固めたい。 

 

教育委員会の基本方針が一番問題だ。今後も町内で廃校が出る。今後に影響

するだろうからよく研究してほしい。出来るだけ入ってもらい易いように賃料

を安くするなど考慮してあげてほしい。 



⇒利活用しやすい環境を整えたい。 

 

与謝野ホップ振興協議会の進捗状況はどうなっている？ 

⇒発足は書面で実施した。町が事務局であるが、コロナもあり活動はほとんど

できていない。 

 

今日の提案内容について、今後変更がないように。 

⇒最後のつもり。 

 

 

（１）については承認されました。 

 

 

 

５ その他 

 

（１）クラフトビールの醸造工程等について 

事務局から説明（ｐ１３～１７） 

（２）視察研修について（ｐ１８～２０） 

事務局から説明 

⇒委員長、副委員長、事務局で相談する。（現地集合等） 

⇒１２月初旬予定で丹後王国、出石城山ビールを調べる。 

 

以上 












































